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通いの場のガイドブックの作成について 

 生活支援コーディネーターが中心となって、現在地域で実施されている高齢者が気軽に参加できるサロン等をまとめ
たガイドブックを作成中。既存のサロン等を地域別にまとめマップ化して掲載するとともに、好事例の紹介、通いの場
の設立のための支援の情報等をまとめる予定 
→ この取材等を通じて、生活支援コーディーネーターの知名度がアップするとともに、市内に約４３０ヶ所のサロン等

の通いの場があること等地域のサロンの状況が見える化されてきている。 
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１ はじめに 

 住み慣れた地域で安心して暮らせる社会に！ 
 
  「ひとりひとりの居場所づくり」が元気な地域のキーワード 

 

 少子高齢社会が進むなか、「人との繋がりが続くこと」「自分の居場所や役

割が地域にあること」などが、これからの「自分も地域も元気なまち」をめざ

すうえで、とても大切であり、その取り組みにたくさんの関心が集まっていま

す。 

 

本ガイドブックでは、倉敷市における「繋がり」「地域の支え合い」「高齢者

の健康寿命の延伸」が大きく広がることを目的に、地域の『通いの場』の立ち

上げの手順やヒント、実際の活動事例を紹介します。 

繋がり・支え合える元気な地域が、
元気な高齢者を支えます。 
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いらっしゃい、どうぞあがって！ 
            （自宅を会場に） 

  まるで、お友達の家に遊
びに来たように、みんなが
普段着でいられる空間が
「ひまわりサロン」です。 

 運営者の柴田さんのお宅
にいつもの顔ぶれが今日も
集合です。 

 一か月の出来事をしゃ
べってはにっこり、お茶を
飲んでにっこり、目と目が
あってまたにっこり。 

 アットホームな優しい時
間が流れます。 

ひまわりサロン（水島：連島町鶴新田） 
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特徴① 
家族と一緒に 

運営 

特徴② 
宿題もあるん

です 

特徴③ 
楽しい居場所
はかけもち 
します 

 サロン開催日は柴田さんのご主人やご家族も朝
から参加者を迎える準備をします。家族の理解や
協力があるからこそ、気兼ねなく自宅でサロンが
できているとのこと。 

 ひまわりサロンでは、漢字をどれだけたくさん
書けるかみんなで競争をしています。漢字の部首
を決めて、その部首を自宅で調べてきて、翌月の
サロンで競争します。 

 自宅の居間が会場なのであまりたくさんの方は
入れません。その代わり、柴田さんは近所の会館
で行っている三世代交流サロンに皆を誘って自分
も参加しています。 

ひまわりサロンの３つの特徴 
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基本情報 

主な活動内容 

 〇歌 
 〇手足の指体操 
 〇ストレッチ・タオル体操 
 〇お手玉 
 〇漢字の読み書き競争 
 〇紙芝居等の読み聞かせ 
 〇そろばん 
 〇脳トレ等 

開所日 
毎月第１水曜日 

１０：００～１２：００ 

会 場 
柴田さん宅 

（倉敷市水島鶴新田） 

参加 
対象者 

近所の高齢者 

参加費 無料 
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マーメイド （玉島：沙美） 

みんなでするから続けられる！ 

             （体操・運動メニュー） 

 マーメイドの参加者が集う呉服屋さんは、目の前に沙美海岸が広がるとても
素敵な空間です。 
 広い土間スペースで、毎週土曜日にいきいき100歳体操を行います。 

 体に重りをつけ、歌を歌いながら、ゆっくりゆっくり筋力トレーニングを行
います。いつまでもみんなで、交流をつづけることができるように、健康な心
と体づくりに頑張っています！ 
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マーメイドの４つの特徴 

みどころ① 
名前の由来 

特徴② 
いきいき 

100歳体操 

特徴③ 
体操以外の 
交流の場 

 沙美海岸のすぐ近くで行う『通いの場』なので人魚を意
味する「マーメイド」と名付けたそうです。人魚は「長
寿」と「美しさ」の象徴なので。体操を通して人魚になれ
るよう努力しています。 

 手や足に重りをつけて、筋力トレーニングを行います。
おもりの重さは調整が可能です。みんなが知っている童
謡を歌いながら声を出して、体の筋肉に負荷をかけ、転
びにくく、動きやすい体をつくっていきます。 

 「地域のなかには、体操が苦手で、別の交流を望んで
いる方もいるはず」そのため、同じ会場でもう一つのサ
ロン「沙美スイトピー」を月に一度開催しています。毎
回企画をしながら10名ぐらいの方と楽しく過ごしてい
ます。 

特徴④ 
通いの場が 
支え合いの

場に 
 

 足が不自由になられた参加者の方を、今まで通りお招
きできるよう、車いすで送り迎えしたり、体操の時の
フォローをみんなで行っています。体操を通してその方
の歩行状態や表情がどんどん改善していることに、みん
なが勇気と喜びをいただいています。 
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基本情報 

開所日時 
毎週土曜日 

１３：３０～１５：３０ 

会 場 原田呉服店（沙美小学校向い） 

参加対象者 地域の高齢者 

参加費 １００円 

内 容 
・100歳体操・脳トレ 
・情報交換 

開所日時 
毎月第４水曜日 

１３：３０～１５：３０ 

会 場 原田呉服店（沙美小学校向い） 

参加対象者 地域の高齢者 

参加費 １００円 

内 容 
・おやつづくり・世代間交
流・脳トレ・勉強会・お花見
等 

マーメイド （体操） スイートピー（イベント） 
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茶屋町の宝物マップ 

 ⑧ 知れば知るほど、居場所があって、 
   ふれあえば、ふれあうほど、支え合いが強くなる 
     

毎朝、6時30分から、茶屋町第一公園
でラジオ体操を行います。夏休み期
間中は、子どもたちと一緒に80名近く
で体を動かします。 

１ 

  茶屋町は、倉敷市の東部に位置し、
江戸時代から、干拓が行われ、現在
は農業・商工業のまちとして発展を続
けています。 

 倉敷市内や岡山市、玉野市などへ
の交通の便がよく、東の玄関口として、
人口も急激に増加しています。 

 『通いの場』ガイドブックの取材を通
して、茶屋町の様々な活動を教えて
いただくと、いろんなところでたくさん
の人の繋がりが見えてきました。 毎週水曜日に開催される地域ふれあ

いサロン「きらり」では、健康体操や講
師を招いての勉強会も行っています。
週一のサロンですが参加者は毎回15
人近く来られてとてもにぎやかです。 

２ 

３ 

こちらのお母さんのウォーキング用の
杖は、なんと手作り！週の半分以上
は元気に歩いて健康づくりに励んで
います。 ４７ 



毎年11月には、茶屋町の鬼ま
つりが開催され、たくさんの鬼
が集結し、まち全体が盛り上が
ります。 

年齢や障がいの有無に関係なく、み
んなで一緒にランチを食べて、楽しく
おしゃべりをして過ごします。茶屋町
のショッピングセンターのフリース
ペースを活用しています。 

６ 

メンバーが所有
している畑を有
効活用し、枝豆
や里芋を収穫
し、料理したも
のを高齢者や
児童施設に
贈ったり、食事
会を開催したり、
年に2回レンゲ
祭りを行うなど
地域をつなぐ、
心優しい男の
サロンです。 

５ 

茶屋町公民館や茶屋町憩いの家で月
に１回活動しています。 
お料理が得意な方や、手芸や折り紙
が得意な方、メンバーの中から講師が
毎回変わります 

４ 

「茶屋町宝物マップ」の地
図は、茶屋町学区愛育委
員会さんが作成した 
「くらしき まち歩き さと歩き

マップ」を転載させていた
だきました。 
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サロンとは 

• 基本的に歩いて通える生活圏の範囲で、地域住民が協働で活動内容を企画・決定し、ともに運営
していく「仲間づくり」「健康づくり」「生きがいづくり」の活動の場。サロンに支援者や関係機関が参
加することにより、個人や地域のニーズを把握し、適切な支援につなげる 

サロン交流会とは 

• 日頃のサロン活動を通した課題や実践事例を報告し、情報交換をはかるとともに、共通の目的を
もった仲間と交流をはかることで今後のサロン運営の活力やヒントを得ていただくことを目的 

地区名 開催日 開催時間 会場 

倉敷 8/31（水） １３：３０～ くらしき健康福祉プラザ２０１ 

水島 8/18（木） １０：００～ 水島支所 ５階大会議室 

児島 8/2（火） １０：００～ 児島支所 ２階大会議室 

玉島 8/5（金） １３：３０～ 玉島支所 ２階大会議室 

船穂 11/4（金） １３：３０～ 船穂町高齢者福祉センター  
２階会議室 

真備 11/8（火） １０：００～ 真備保健福祉会館 ２階会議室 

参加対象者 

• サロン活動を行っている運
営者・協力者 

• 新たにサロンを始めようと
思っている方 

• サロン活動に関心のある方 

• 地域で高齢者の生きがい
づくり活動をしている方（老
人クラブ役員等） 
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（サロン交流会の様子） 

【正しいラジオ体操のやり方について】 
※ 高齢者活躍推進地域づくりネットワーク会議メンバーの 

スポーツ振興課のご協力で実現 

【グループに分かれて情報交換】 

５０ 
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地域づくり推進の好事例を横展開するための研修の実施について  
 
○ 地域づくり推進のため、平成２６年度後半から市と社会福祉協議会の議論を開始。 
 

○ 平成２７年７月にさわやか福祉財団を招き、「倉敷版地域包括ケアを考える～地域づくり・人づくりのために
～」と題する研修会を開催。 市の地域包括ケアシステム連絡会議の構成員、社会福祉協議会、地域包括
支援センターなどに参加いただき、地域づくり推進のための機運を醸成。 

 

○ さらに平成２８年１月には地域の関係者２５０名が参加する研修も実施。  
 
 地域包括ケアシステム構築のための研修会 

(倉敷版地域包括ケアを考える ～地域づくり・人づくりのために～) 
 
○日時：平成２７年７月２７日（月）１３：００～１６：５０ 
 
○研修会参加者  ７７名 
倉敷市地域包括ケアシステム連絡会議構成員 

 倉敷市社会福祉協議会，地域包括支援センターなど 
 
○内容：地域包括ケアシステムの理解を深め，地域で高齢者を支えてい

く仕組み作りへの意識統一を図るための研修，意見交換 
①講演 

 「生活支援の充実と介護予防の強化について」（市役所） 
 「倉敷版地域包括ケアを考える」～地域づくり・人づくりのために～ 
  （公益財団法人さわやか福祉財団 清水理事長） 
②パネルディスカッション 
 市内の助け合い活動（中庄、粒江地区）の事例発表、情報提供 
③グループワーク 
 各地域での支え合い活動についての情報交換。 



•  市内の好事例を他地域にも広げること等を目的に、サロン活動を中心に行っている
方に活動内容を発表いただくこと等を通じて、高齢者が地域で活躍できる取組みや
地域での支え合い活動の理解を深めていくフォーラムを、コーディネーターとネット
ワーク会議が連携して２回開催する。 

概要 

第１回 フォーラム 

日時 8月27日（土）  14：00～16：30 

開催場所 ライフパーク倉敷 大ホール 

テーマ 居場所づくり・人づくり・地域づくり 

参加者 約２８０名 
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認知症の方を地域で支えます 
 

皆が集える居場所をつくります 高齢者の社会参加を応援します 

充実した専門家による支援 

地域の温かな支え ありのままの自分で居られる場所 

生活も地域も豊かにする活動 生涯現役！まだまだこれから 

高齢者の能力を社会に活かそう 

認知症初期集中支援チーム 

認知症サポーター 

認知症カフェ 

ふれあいサロン 

老人クラブ 

いきいきポイント 

シルバー人材センター 

①介護保険施設・ 
 子育て支援施設で
ボランティア 

②受入施設はボラン
ティアにスタンプ
(ポイント)を付与 

③ポイントは1ポイン
ト＝1円で換金可能
年間最大5000円 

絵本読み聞かせ、
イベントの手伝、 
話し相手等 
活動内容は様々 
 

認知症の人やその家
族を支援する応援者 

気軽に集い専門家の、
アドバイスを聞きな
がら情報交換できる
場所 

支援チームの役割 
●生活の確認と助言 
●医療機関への受診に向けて支援 
●介護サービスを利用するための支援 

①仲間づくり 
 人との交流ができる 

②生きがいづくり 
 生活意欲が高まる 

③地域づくり 
 支え合いが生まれる 

チーム構成
員 
・認知症専門
医 
・看護師 
・社会福祉士
等 
 

サロンに行くと・・・ 

生活を豊かにする 

楽しい活動 

地域を豊かにする 

社会活動 

健康づくり 
趣味・文化 
学習活動 
レク活動 

ボランティ
ア 

社会奉仕 
世代間交流 
作業・生産 

高齢者 

報酬 
会員
登
録 

就業 発注 

うぐいすサロン 

活動により広がる
人とのつながりが
支え合いを生む 

シルバー 
人材センター 

発注者 
企業・家庭・公共団体

等 

家事支援、剪定等 
高齢者の知識と経
験を活かした仕事
を幅広く受注 

児童館で読み聞か
せ 

キッズサポーター 

ほっとオレンジカフェ 

食事支援の様子 

グランドゴルフ大会 

ボランティア活動 

（ ） 

フォーラムの際に展示ブースに掲示したパネル 

５３ 
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（参考）ボランティアハウス どまんなか（倉敷市中庄地区）について 

○ 小地域ケア会議での議論から、「誰でもいつでも気軽に集える場所」として中庄地区（人口16,713人、高齢
化率24.8％）に平成２１年８月に開設。 

○ 地域の空き家を活用し、毎日型のサロンとして地区社協が運営。健康教室、日本舞踊、囲碁将棋などの
講座が月曜日から土曜日までほぼ毎日住民ボランティアにより開催されている。 

○ 昼食も３つの住民ボランティアグループが順番で提供。月７回、１食３５０円。 
○ 利用者は月平均約250名（延べ人数）、ボランティアの人数は約70名。地区社協の役員、ボランティアリー

ダー、高齢者支援センター等で月１回リーダー会議を開催。参加者からの意見等を共有し、より良い運営に
つなげている。 
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（参考）エンジョイスポーツの会と健康サロン（倉敷市水島地区）について 

○ 住民の自主組織である「エンジョイスポーツの会」が体操とウォーキングをそれぞれ月１回開催。毎回６０
～７０名程度が集まる（参加費は１００円）。 

○ 平成２１年に水島保健推進室が運動習慣を身につけるためにイベントを開催したのがきっかけ。２４年度
からは住民主導の自主運営となる。この頃から参加者が急増。 

○ エンジョイスポーツの会は水島地区全体を対象にしており「遠くて参加できない」という声が出たため、小学
校単位での会議等で徹底的に話し合うこと等を通じて関係者の理解を深め、身近に運動できる場（健康サロ
ン）を増やす取組を推進。 

○ 現在１３小学校区のうち７学区１２ヶ所で住民主体で実施。体操等に加え、親子を招き３世代交流を行うサ
ロンも出てきている。運営者を対象とした研修会も定期的に実施され、活動が活性化されている。 

エンジョイスポーツの会・室内運動 

 エンジョイスポーツの会・ウォーキング 
  健康サロン運営者を対象とした研修会 

健康サロン・屋内での体操        健康サロン・３世代交流 
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（参考）世代を超えた交流の場としての「駄菓子屋」について（倉敷市東町地区） 
 
○ 川崎医療福祉大学医療福祉学科においては，倉敷市の東町に，倉敷東学区社会福祉協議会、倉敷市東

町町内会、NPO法人倉敷町家トラストと共同でe-コミュニティ研究所を開設し，学生と共に地域の課題などを
調査し、課題解決に向けた活動を実施。 

 

○ 訪問調査の結果「地域参加はしたいが、そういった機会や場所が地域にない、地域が用意できていない」 
という問題意識を地域の方々と共有。その解決に向け、一人暮らし高齢者の方にも店番などで手伝ってもら
い、世代を超えた交流を図る場を作る「駄菓子屋」プロジェクトを本年３月より開始。 

 

○ 月１回第一土曜日１０時から１５時まで駄菓子屋をオープン。駄菓子だけでなく、ぶんぶんゴマなどの昔遊
びなどもできるようになっており、多くの子どもたちが訪れている。高齢者の憩いのスペースも用意し、自然と
子どもから高齢者までが交わる場を提供。子どもたちにとっては、駄菓子を購入することによって、お金を計
算する学習にもなっている。 

 

○ 商品をいれる編み箱などは地元婦人会と学生が手作りで作成。今後は編み箱作りなどを子どもたちへの
ワークショップとして実施することも検討（講師が地域の高齢者。高齢者も一緒に参加）。店番は、当面は研
究所メンバーが実施するが、将来的には地域の高齢者にも参加してもらうことを検討。 

 
 地元婦人会と学生が手作りで作成した編み箱 



20 

（参考）小規模多機能型居宅介護の地域交流スペースを活用した「駄菓子屋」（倉敷市船穂町） 
 
 
○ 小規模多機能型居宅介護を運営する事業所が、地域貢献の一環として地域交流スペースで駄菓子屋「菓々

子（かかし）」をオープン。駄菓子約４００品目をそろえ、平日の昼間に開店。子どもたち（１日約３０人）が出入りし、
事業所の高齢者とのふれあいが始まっている。子どもに連れられ地域の大人も出入りし楽しむ。 

 

○ このスペースでは、「気軽に集まれる場所が欲しい」という地域の声や運営推進会議での意見を踏まえ、「自
分達も、お世話になっている地域に貢献したい」と利用者の家族会代表が発起人となり、月１回バイキング形
式の食堂（茶々遊亭（ちゃーちゃーゆうてい））も実施。旬のものを取り入れた「おばんざい」をメインにした家庭料理が５
００円で楽しめる。利用者の家族等もリフレッシュも兼ねて利用。オレンジリング持参で食事代が無料となる仕
掛けを取り入れ「地域の福祉に関心の高い人たちが繋がる拠点になれば」と、地域にアピールしている。 

 

 
 

地域交流スペースの外観 茶々遊亭での食事 

駄菓子を選ぶ子どもたち 
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地域養成サポーター講座 

○ 地域住民主体による地域活性を目的として、平成27年9月から倉敷市茶屋町在住の地域の方の希望者を
集め全３回からなる「地域養成サポーター養成講座」を実施。参加者11名。 
  第１回：ボランティアとは…、倉敷市のボランティア制度について 

   第２回：健康教室のメニューを実際に体験していただく 
  第３回：トレーニングメニューの理解、教室運営お手伝いのデモンストレーション 

 

○ 地域の方々がコミュニケーションできる場を増やすため、平成27年7月から2ヵ月に1回(第2土曜日)地域コ
ミュニティイベント「Chayaの市」で健康教室、フリーマーケットを実施してきた（健康教室には10名、来場者は
50名程度が参加）が、平成28年1月からは作業療法士が関与しつつ地域養成サポーターによる健康予防教
室を推進することとしている。 

 
○ 今後は地域養成サポーターの方々のお手伝いの場や人数を増やしていき、倉敷市茶屋町に住まれてい

る高齢者の方々に安心して暮らせる環境を整備していく。 

（参考）民間企業によるサポーター養成の取組（倉敷市茶屋町地区）について 

地域コミュニティスペースChaya-Café 
（27年6月開設） 

 
※ 幼稚園の園児、家族と認知症対

応型デイサービスと季節ごとの集
会を実施。（毎回50名近く参加） 



生活・介護支援サポーター養成講座 

 （地域で活動の担い手となる生活・介護支援サポーターを養成。社会福祉協議会主催で実施） 

 

【堅い話ばかりではありません 
   談笑しながら学びあえる場です】 

【修了生のみなさんがサロン運営者や 
ボランティアとして地域で活躍しています】 

５９ 



６０ 

1 月間スケジュール

午
前

午
後

夕
方

午
前

午
後

夕
方

午
前

午
後

夕
方

午
前

午
後

夕
方

午
前

午
後

夕
方

※ は会議・活動先への外出

※

※

１年目の第１層コーディネーター

日 月 火 水 木 金 土

１
週
目

休日 休日 月次報告作成 ボラ連役員会参加 セミナー企画 資源調査事務 休日

社協職員から資源

等情報交換
セミナー企画 資源調査事務

包括ケアサイト作

成事務

支援企画の課題

整理

１週の活動内容の

確認と資料作成

通いの場ガイド

ブック作成事務 協議体打合せ 協議体資料作成 サロン立上支援 支援企画の作成

　　　　サロン訪問
休日

サロンマップ作成

事務
協議体資料作成

活動団体への聞き

取り

重点地区への支

援企画・助言

　　　　　　　玉島 　　　　　　　児島３
週
目

休日 休日
２週の活動内容の

確認と資料作成
サロン活動支援

関係団体の課題

整理

　　　　　　　水島
休日

２
週
目

地区社協メニュー

事業の作成
協議体の開催 地域ケア会議

　　　　協議体報

　　　 　告書発送 支援企画の作成

４
週
目

３週の活動内容の

確認と資料作成
休日

コミ協と地区社協

の連携協議

通いの場ガイド

ブック作成事務

協議体報告書の

作成

　　　　　　　倉敷 支援企画の課題

整理

地区社協計画策

定支援

地区社協役員会

参加

第2層が配置されていないため、各学区の現状把握は、包括地区会への参加及び社協職員より情報収集する。

上記と同様に第2層が配置されていないため、各学区の小地域ケア会議様子を見るため54学区1回は参加する。

まちづくり団体へ

の聞き取り

５
週
目

休日 休日
４週の活動内容の

確認と資料作成

生活支援サポ講座

包地

小

サ

包地

包地

包地包地

地域包括支援センター地区会

小地域ケア会議

サロン

小

小

小

サ

小

  コーディネーターの活動イメージ 
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年間活動

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

○ ○

○

○ ○ ○ ○

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

○ ○

イメージ図案の検討

ネットワーク会議に諮りながら、作成

イメージ図の決定

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

事例発表

ガイドブック活用の検討

サロン等実態調査の検討

生活支援体制整備推進の

イメージ図案の検討

ガイドブック案件等

２層コーディネーター検

討

サロン等実態調査の結

果の確認
ガイドブック内容の確認 ガイドブック活用の周知

生活支援体制整備推進

のイメージ図の決定

○ ○

○

○ ○ ○

調査開始 集計

ガイドブック案検討 ガイドブック案検討 ガイドブック案検討 ガイドブック案検討 ガイドブック作成 ガイドブック作成 ガイドブック作成 ガイドブック作成 ガイドブック作成

募集 基礎 実習 まとめ フォロ

地
域
の
通
い
の

場
調
査
・
情
報

発
信
事
業

生
活
支
援
コ
ー

デ

ィ
ネ
ー

タ
ー

配
置
事
業

１年目の第１層コーディネーター

生活支援体制整備推進の
イメージ図案の作成

生活・介護支援サポーター養成講座

サロン交流会

通いの場ガイドブック

生活支援団体連絡会（年２回）

町づくり団体意見交換（年１回）

地区社協連絡会（年６回）

老人クラブ・サロン交流会

サロン等実態調査

地域ケア会議

高齢者活躍推進地域づく
りネットワーク会議（年６
回）

フォーラム開催

コミ協と地区社協の連携協議

事業名

地
域
支
え
合
い
活
動

普
及
啓
発
事
業
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１年目の第１層コーディネーター 

3 随時活動（補足） 

（1） 地区社協メニュー事業として生活支援サービスのプログラム作成する。 

社協が小学校区単位で設置している地区社協に生活支援を実施してもらえるようメニュー事業のプログラムを
コーディネーターが提案する。モデルとなる事業内容・実施要綱の雛形等を作成。 

（2） 小地域福祉活動計画の策定支援 

コーディネーターは地区社協が策定する小地域福祉活動計画に策定時から関わり、生活支援の視点を加えた課
題解決型の組織づくりの支援を行う。 

（3） コミュニティ協議会と地区社協の連携協議 

地区社協と同様小学校区単位に設置推進されているコミュニティ協議会（市民活動推進課）との役割分担や連携
のあり方について協議する場にコーディネーターが参加し、生活支援の視点も含めた包括的な地域づくりを進め
る。 

（4） ボランティア登録者・団体の活用 

コーディネーターは社協のボランティアセンターへ登録されている個人・団体に協力依頼、研修会への参加を促
し、担い手の養成を進める。 
また、地縁団体の活動に対するボランティア募集を行うなど地縁団体と志援団体の連携強化を図る。 



生活支援コーディネーターを通じた地域づくりの推進 
～地域ケア会議、小地域ケア会議等の連携～ 
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 新たに１名を配置した生活支援コーディネーターは、平成２８年度、①通いの場ガイドブックの作成、②サロン交流会、③
支え合いのまちづくりフォーラム等の業務を中心に実施。 
 これらの業務を推進する中で、生活支援コーディネーターの知名度があがるにつれて、地域ケア会議や小地域ケア会議
の関係者から地域づくりの相談をうけるケースが増加している。 
 
【相談を受けている例】 

①三世代交流サロン拡充に向けた仕組みづくり  

 三世代交流サロンを開始したお母さんたちがその活動
を○○地域全域に広げるために、他地区のキーパーソ
ンを招いて三世代交流のイメージを具体化するなどを推
進。月1回の協議の場にコーディネーターも参加。  
 
②住民主体の生活支援サービスの推進のための検討   

 「お困り高齢者応援隊」として、地域住民によって身近
な生活の困りごとを解決できる生活支援サービスの検討
を行っている。市民企画提案事業も申請中。 3カ月に1回

程度、定例会にて協議を行い、コーディネーターは毎回
参加。  
 
③訪問型サロンの実施に向けた検討 

 通いの場へ歩いて参加することが困難になりつつある
方に対して、地域の支援者やサロン参加者が自宅を訪
問し、会話やレクリエーションを楽しめるような「訪問型サ
ロン」を企画。対象者の自宅を開放してもらう方法や近所
の方の協力をいただいて開催する方法等を検討中。 3カ
月に1回程度、小地域ケア会議・地区社協理事会におい
て協議を実施、コーディネーターは毎回参加。  

④外出支援の実施に向けた検討 

  市民企画提案事業を活用し３年間実施してきた買い物
支援事業が、今年度で終了することを踏まえ次年度以降ど
のようにして買い物等の外出支援を継続できるか地区にで
3カ月1回程度会議を開いて協議。 ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰは毎回参加  
 
⑤地域資源のマップづくりの検討 

  地域の資源マップを小地域ケア会議単位で取り組むこ
とが可能か協議を行っている。コーディネーターは地域ケア
会議への参加だけでなく、委員長・副委員長と事務局との
打合せや、小地域ケア会議交流会の場で資源マップを作る
意義やマップの種類等について説明を実施。  
 
⑥１００歳体操を地区全体に広げるための検討  
 ○○小学校区の全域に100歳体操を広げるための検討
会議。老人クラブが中心となり、3月までにモデル的に公民
館で100歳体操を実施し、そのノウハウをもって、単位の老
人クラブが地元で100歳体操を実施できるような体制を協
議中。 1カ月に1～2回程度開催、コーディネーターも委員と
して参加 



コーディネーター配置による成果と課題 
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 協議体委員に「支え合いの地域づくり」という認識の共有ができた。 
 協議体委員所属部署間での相互理解と協力・連携の体勢が整った。 
 ガイドブック作成を通して地域資源の把握・見える化が進んだ。 
 フォーラム・サロン交流会によって、住民意識の醸成を図ることができた。 
 地域住民にＳＣの存在や活動内容を知ってもらうことができた。 
 地域活動者からもＳＣに対しての相談が増えた。 
 高齢者支援センターなどの関係機関からの情報がＳＣに集まるようになった。 
 地域の会議においてもＳＣとしての考えや発言を求められるようになった。 

 

成果 

 全域でのより地縁に根ざした具体的情報を集めるには、１層協議体・ＳＣでは広
すぎる。 

 １層のみでは活動者・活動団体のマッチング機能が不十分（ボランティアポイン
ト、生活・介護支援サポーターなど）。 

 フォーラム・サロン交流会後の住民意識高揚の受け皿が不足。 
 地域ケア会議と小地域ケア会議の連動・連携が不十分。 
 各会議体（小地域ケア会議、コミュニティ協議会等）で出た意見が取組みとして
目に見える形になってない。 

 各会議体間での役割等の整理が明確になっていない部分がある。 
 地域をまたいだノウハウの共有が薄いため、好事例が他地域に波及していかな
い。 

課題 

 平成２８年度に新たに１名を配置した生活支援コーディネーターが、高齢者活躍推進地域づくりネットワーク会議（以
下「協議体」という。）にメンバーとして参加するとともに、サロン等のガイドブックの作成、サロン交流会の推進、支え合
い推進のためのフォーラムの実施などに取り組むことにより、地域づくりが進んでいるところ。その成果と課題をまとめ
ると以下のとおりとなる。 
 
 



    協議体   地域ケア会議 

ミニ地域ケア会議 

小地域ケア会議 
（２層協議体） 

地域ケア会議 １層協議体 
（高齢者活躍推進地域づくり

ネットワーク会議） 

活動者・活動団体 

主目的 
課題を出し解決してい
く「ケアの包括」 

主目的 
支え合いの推進 
「互助」を作り出す 

ＳＣが入ることで
「支え合いの推
進」という観点を
加える。 

国は地域ケア会議で個別ケースの
検討、協議体で地域課題やニーズ
の把握、資源開発の実施を求めて
おり、本来目的や機能が異なるも
の。 

 
しかし、倉敷市の地域ケア会議は
個別ケースの検討というよりも、
地域ニーズの把握や資源開発と
いった協議体の役割を従来から
担っていた面が大きい 

↓ 
小地域ケア会議を２層協議体とし
て位置づけることにより、これま
でに培った地域課題の集積にＳＣ
の「支え合いの推進」という観点
を入れることで、「互助」による
課題解決を期待。 
 
合わせて社協・社協ＳＣ・地区社
協の連携により実行力を高める。 
 
１層協議体は２層以下からの情報
を元に市全域での支え合いに資す
る取り組みを行う。 

２層が把握した地
域資源・住民ニー
ズを、１層が汲み
上げる 

倉敷市における地域ケア会議と協議体の関係整理（案） 

28 



生活支援コーディネーターの活動イメージ 
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人・組織などをつなぐ 
生活支援コーディネーター 

が地域を走りまわる 

課題の
解決 

支え合
いが生
まれる 

課題の発見 



高齢者活躍推進地域づくりネットワーク会議の役割 
～地域の声をネットワークで反映～ 

 30 

地域へ 

出て 
人と接して 
声を聞く 

状況をみる 

多分野の
視点でニー
ズキャッチ 

ネットワー
ク 

を活かし 
課題検討 

施策に反映 

地域満足度
向上 



短期集中予防サービス（体力アップ健幸教室）のモデル実施について 

○ 要支援者の状態を改善に導くような支援が重要であることから、平成２９年度からの本格実施を見据えつ
つ、今年度、リハビリテーション専門職等が３～６ヶ月間の短期間で集中的に働きかけ、自立に向けた支援
を行う「体力アップ健幸教室」を新たに２つの法人でモデル実施。 

 

○ この教室では、心身機能とともに、日常生活での生活行為も改善し、在宅での自立した生活を支援してい
くことが重要であるとの基本的な考え方の下、例えば、 

 ・ リハビリテーション専門職が利用者の家庭を訪問し、風呂やトイレなどの生活行為の課題を把握した上
で、家庭の生活環境の改善を図りつつ、教室においては自立に向けて教室に通う日以外にも自宅で行える
機能訓練を実施すること 

 ・ 栄養士が低栄養傾向の利用者に対して、それを改善するため栄養面に配慮したレシピの提供や調理指
導を行うこと 

 など利用者の個々の状態にあった支援を提供することを目指す。 

31 

（事業内容） 

医療法人 和香会 
  
・ 居宅訪問による生活行為
課題のアセ スメント・興味・
関心ごとによる機能改善へ
の意欲・動機づけ、サービス
終了後の社会参加を見据え
たサービスをリハ職等により
提供 

 
・ 低栄養の高齢者へ栄養に
配慮した調理法、レシピ指
導による居宅食事支援 

 

医療法人 誠和会 
  
・ リハ職が自宅を訪問し、利用
者の生活環境を確認し、利用者
主体の具体的な目標設定を実
施 
 
・ 教室参加時は毎回、目標達
成度を利用者に主観的評価して
もらい、教室のプログラム終了
後（３～６ヶ月経過後）の住民に
よるサロンへの参加を促す。 
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自立支援に資するケアマネジメントの推進について 

○ 自立支援に資するケアマネジメントの推進については、地域包括支援センターの職員連絡会主催の全体
研修会の枠組みを用いて、リハビリテーション専門職の団体等の協力も得ながら、要支援者のケアプランの
検討（事例検討）を始めたところ。 

 

○ 地域包括支援センター等でケアマネジメントの質が向上するように、リハビリテーション専門職等の力を借
りながら、更に取り組みを進めていく。 
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（参考）介護支援いきいきポイント制度について  
○ 本市では、地域で活躍する元気な高齢者が増え、いきいきとしたまちになることを目指し、高齢者の方が

介護保険施設等でボランティア活動を行い、その実績に応じてたまったポイントを換金できる仕組み「倉敷市
介護支援いきいきポイント制度」を実施している。（平成２２年１０月～） 

 

○ 高齢者の方が、ボランティア活動に取り組むことで、地域貢献になるのはもちろんのこと、社会参加を通じ
た高齢者自身の健康増進にもつながる。またポイントの換金等を通じて、実質的に介護保険料の負担軽減
をすることもできる。（原則年間最大５０００円まで換金可） 

  ※ 登録者数 ６０６人 （27年12月31日現在）  介護保険施設等の受入機関 280ヶ所（28年1月1日現在） 
 

⇒ ２８年度は子育て支援拠点、児童館等の子育て支援施設に対象を拡大。（児童館での絵本の読み聞かせ等にポイントを付与するイメージ） 

 

 
（参考）介護支援いきいきポイント制度の仕組みについて 

ボランティア 
（６５歳以上の高齢者） 

 

介護支援ボランティア活動を実施
し、ポイントを蓄積 

受入機関 
 

特別養護老人ホーム等の 
受入を申し出た介護保険施設等 

倉敷市社会福祉協議会 
ボランティアの受付・登録等 

             倉敷市 ※ 介護保険の地域支援事業で実施 

①
登
録
・保
険
加
入 

②
情
報
提
供 

③活動 

④スタンプ（ポイント） 
・活動１時間でスタンプ１個 

  （１日最大スタンプ２個まで） 
・スタンプ１個＝１００ポイント 

⑤
ポ
イ
ン
ト
活
用
申
出 

⑥
ポ
イ
ン
ト 

 

活
用
伝
達 

⑦
換
金 

 
※

１
ポ
イ
ン
ト
＝
１
円 

（受入機関一覧表） 
http://www.city.kurashiki.okayama.jp/secure/36777/20150608_sitei.pdf 

受
入
機
関
の
指
定
申
請 

指
定
決
定 



              

元気な高齢者の増加 

地
域
ケ
ア
会
議 

等 

 ・容易に通える範囲の通いの場での社会参加 
 ・住民主体の体操等による状態の維持 

一億総活躍社会実現に向けた健康寿命の延伸 
～ 効果的な介護予防の取組と戦略的な組合せ ～ 

要支援等高齢者 

地域づくりに
よる介護予防 

 ・生活課題の抽出とアセスメント 
 ・目標設定  ・モニタリングと評価 

介護予防ケア 
マネジメント 

 ・保健・医療専門職が実施 
 ・3~6カ月限定の生活行為障害の課題解決型  

短期集中介護 
予防サービス 

 ・高齢者の生活と心身状態の実態把握調査  
 ・高リスク者マッピング 地域診断 

一般等高齢者 

互助 
生活支援     

ハイリスク・ 
アプローチ 

ポピュレーション・ 
アプローチ 

地域マネジメント 
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自立支援に資するケアマ
ネジメントを推進するため
国立社会保障問題研究
所の川越先生や岡山県
リハビリテーション専門職
団体連絡会に協力を得な
がら研修等を実施 

２８年度は市内２法人でリ
ハビリや栄養に着目し、
訪問や通所を組み合わ
せて短期集中で実施する
支援をモデル実施 

生活支援コーディネー
ターや高齢者活躍推進
地域づくりネットワーク会
議と連携しつつ、ガイド
ブックの作成等を通じた
サロン等の見える化、サ
ロン交流会の充実、市民
等を対象としたフォーラ
ムを推進 



○地域の通いの場等の見える化の推進 
 地域で実施されているサロン等の通いの場等について、新
たに配置するコーディネータが中心となって協議の場で整理
し、ガイドブック等にまとめて、高齢者が利用しやすいように
情報発信を強化。 

 
○サロン・老人クラブの交流の推進 
 サロンや老人クラブの代表者等を対象にして、体操を積極
的に実施するなど活動の充実、活性化を図るため、好事例の
紹介や情報交換を行う交流会を開催する。 
 
※ 現在も実施しているサロンや老人クラブへの支援は引き続きしっ

かりと実施していく。 
※  市民や地域の活動団体向けのフォーラムも開催。機運の醸成を

図る。 

 
倉敷市としての取組～「地域で元気！高齢者活躍戦略」 

～高齢者から光齢者に、そして幸齢者へ～ 

 

① 地域で楽しく集える場を充実する ② 地域で役割を持って活躍できる方を増やす 

③ 高齢者が活躍できる地域の土台を充実する 

○介護支援いきいきポイント制度の拡充 
 ６５歳以上の方がボランティアを行った際ポイントを受け、保険
料等に還元できるいきいきポイント制度について、現在は対象
が介護事業所のみであるところ、子育て支援施設等にも対象を
広げ、社会参加の機会の拡大を図る。 

 
○生活・介護支援サポーター養成の推進(充実・強化) 
 地域で活動の担い手となる生活・介護サポーターの養成につ
いて、新たにフォローアップ講座を開催し、担い手のレベルアッ
プを図り、実際の活動につなげていく。 

  
○認知症サポーターの養成の推進(充実・強化) 
 認知症についての正しい知識と理解を持ち、地域での見守り
等を担う認知症サポーターの養成を推進する。 
※ 高梁川流域連携中枢都市圏事業として、認知症サポーター養成講座

の講師を行う認知症キャラバンメイトの養成講座も開催。 

 

 県内で一番早く平成２８年３月から総合事業を実施することを契機に、地域で高齢者が元気に活躍でき
る地域づくりを本格的に進める。 

 
○ コーディネーターの配置 
平成２７年10月に立ち上げた協議の場(社協、センター、保健所、生涯学習課、スポーツ振興課、市民活動推進課が参加)や地域ケ
ア会議・小地域ケア会議などと連携して、地域の通いの場の見える化(上記参照)の推進等地域づくりの取組を中心的に行う。 
  
  

 総合事業(平成２８年３月開始)は基本的に現行のサービスを維持する形で当面推進し、上記の高齢者活躍戦略により、介護予防の取組を強化。 
あわせて要支援者の状態像を改善するためリハビリテーション専門職等を活用し訪問と通所を組み合わせて支援を行う短期集中モデル事業を実施。 

７２ 
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地域関係者の 
各種連絡会 

活動支援 

地域での互いに支え
合う気運の醸成 

連携 

連携・支援 

人材養成・紹介 企画提案 

生活支援 
コーディネーター 

連携・支援 

高齢者が元気で活躍できる地域づくりの推進のための施策図 
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高齢者の状態の変化に支援を合わせる体制づくり 

＝一般高齢者 ＝虚弱高齢者 ＝要介護者

■ 従来の介護予防では、状態ごとに事業
が組み立てられており、地域住民同士
で支え合う地域力を醸成するようなアプ
ローチが不十分であった。

従来の介護予防 総合事業移行後の状況 成熟段階の地域の状況

一次予防事業

二次予防事業

■ 未参加者は多数であるが、比較的元
気な高齢者を中心に住民主体の小規模
な活動（体操教室やサロンなどの居場
所）が徐々に形成される。

■ 住民主体の活動が増加。地域住民同
士で支え合う地域力が育まれ、年齢や
心身の状況等によらず、生きがい・役割
をもって生活できる地域の実現

予防給付介護給付

予防給付、
介護予防・生活支援サービス事業

介護給付 介護給付

状態変化

状態変化

予防給付、
介護予防・生活支援サービス事業

一般介護予防事業 一般介護予防事業

２．介護予防のコンセプトの転換：「地域づくり」の中の介護予防 

Ⅰ なぜ総合事業への移行が必要なのか？ （参考）三菱UFJリサーチ＆コンサルティング作成資料 
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現状の課題 

“お互いさまの助け合い”の輪を広げていくことで、支援や介護
が必要になっても、地域社会の中から切り離されず、なじみの
関係を継続できる 

友人・隣人との
“お互いさま 
の助け合い“ 

一緒に体操 

お掃除のお手伝い 
おかずをおすそ分け 

一緒にお買いもの 
ご近所同士で茶話会 

友人・隣人との交流 

１．地域生活は専門職だけでは支えられない ーご近所からボランティア、専門職までみんなで支える 

これから 

支援や介護が必要になると、 
友人・隣人との関係は希薄になり、 
支援を受ける一方向の人間関係に変化 

専門職サービス 

はあるけど 

これまでの地域との 

つながりは疎遠に？ 

専門職サービス 

 Ⅳ 総合事業は地域づくりです （参考）三菱UFJリサーチ＆コンサルティング作成資料 
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